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（
第
十
四
条
に
定
め
る
事
業
部
主
任
）

東

豊

（
運
営
会
議
が
選
任
す
る
委
員
）楠

淳

證

（
運
営
会
議
が
選
任
す
る
委
員
）中

川

修

（
仏
教
文
化
研
究
所
事
務
室
担
当
課
長
）

吉

貞

正

流

2
）
平
成
二
十
九
年
度
第
五
回
運
営
会
議
（
三
月
十
五
日

水
）

午
後
〇
時
三
十
分
〜
午
後
一
時
五
分
）

①

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

運
営
体
制
・
運
営

会
議
構
成
員
に
つ
い
て

運
営
会
議
構
成
員
は
前
掲
の
と
お
り
選
出
さ
れ
た
。

②

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

兼
任
研
究
員
・
客

員
研
究
員
・
嘱
託
研
究
員
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

3
）
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
運
営
会
議
（
四
月
十
九
日

水
）

午
後
〇
時
三
十
分
〜
午
後
一
時
五
分
）

①

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

研
究
体
制
・
役
員

に
つ
い
て

前
掲
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

②

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

兼
任
研
究
員
等
の

追
加
・
取
消
・
変
更
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

③

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

研
究
所
予
算
に
つ

い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

□
運
営
会
議
・
常
任
委
員
会
報
告

1
）
役
員
構
成

第
四
十
五
期
運
営
会
議
構
成
員
（
任
期
・
平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
〜
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
）

鍋

島

直

樹
（
真
宗
学
科
）

能

仁

正

顕
（
仏
教
学
科
）

楠

淳

證
（
仏
教
学
科
）

郷

式

徹
（
哲
学
科
・
教
育
学
専
攻
）

東

豊
（
臨
床
心
理
学
科
）

中

川

修
（
歴
史
学
科
・
歴
史
史
学
専
攻
）

安

井

重

雄
（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

藤

本

雅

樹

英
語
英
米
文
学
科
）

佐
々
木

大

悟
（
短
期
大
学
部
）

道

元

徹

心
（
理
工
学
部
）

杉

岡

孝

紀
（
農
学
部
）

田

辺

等

（
研
究
部
事
務
部
長
）

第
四
十
五
期
研
究
所
役
員
（
任
期
・
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
〜
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
）

所

長

能

仁

正

顕

副

所

長

鍋

島

直

樹

主

任
（
研
究
調
査
部
）

藤

本

雅

樹

主

任
（
事

業

部
）

東

豊

常
任
委
員
（
所

長
）

能

仁

正

顕

（
副

所

長
）

鍋

島

直

樹

（
第
十
四
条
に
定
め
る
研
究
調
査
部
主
任
）

藤

本

雅

樹

彙

報

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
一
月
よ
り
平
成
三
十
（
二

〇
一
八
）
年
三
月
ま
で
の
本
研
究
所
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

以
下
そ
の
概
況
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

善
本
叢
書
と
し
て
、『
中
世
国
語
資
料
集
（
責
任
編
集
者

藤
田
保
幸
氏

思
文
閣
出
版
）』
が
出
版
さ
れ
、
仏
教
文
化
研

究
叢
書
と
し
て
『
仏
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
第
一
巻
『
反
省
会

雑
誌
』
と
そ
の
周
辺
（
責
任
編
集
者

赤
松
徹
眞
氏
）
法
藏

館

）』
が
出
版
さ
れ
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

第
八
十
六
回
仏
教
文
化
講
演
会
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇

一
七
）
年
十
月
に
本
学
名
誉
教
授
・
元
文
学
部
教
授
武
田
龍

精
氏
よ
り
、「
親
鸞
聖
人
全
撰
述
英
訳
に
か
か
わ
る
仏
典
翻

訳
論
｜
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
Ｃ
Ｗ
Ｓ
事
業
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
は
、
後
掲

の
と
お
り
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
主
に
大
学
院

生
・
一
般
を
対
象
に
、
本
研
究
所
の
研
究
に
つ
い
て
高
度
な

研
究
成
果
の
還
元
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
毎
年

二
〜
三
回
開
講
し
て
い
る
。

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
の
研
究
は
、
次
に
列
記

す
る
よ
う
に
、
指
定
研
究
二
件
（
継
続
一
・
新
規
一
）、
共

同
研
究
五
件
（
継
続
三
、
新
規
二
）、
常
設
研
究
三
件
（
継

続
二
・
新
規
一
）、
特
別
指
定
研
究
三
件
（
継
続
三
）、
そ
し

て
個
人
研
究
一
件
（
新
規
一
）
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
四
件

の
研
究
組
織
が
推
進
さ
れ
た
。

九
二



④

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
六
集
・
所
報
第
四
十
一

号
の
執
筆
予
定
者
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

⑤

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

仏
教
文
化
講
演
会
・

仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
談
話
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

⑥

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度

研
究
Ｐ
Ｊ
研
究
年

次
経
過
報
告
書
の
評
価
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

4
）
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
運
営
会
議
（（
五
月
三
十
一

日

〜

六
月
六
日
）

※E
-M
a
il

審
議

①

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
研
究
Ｐ
Ｊ
年
次
経
過

報
告
書
の
評
価
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
）
平
成
二
十
九
年
度
第
三
回
運
営
会
議
（
七
月
十
九
日

水
）

午
後
〇
時
三
十
分
〜
午
後
〇
時
五
十
分
）

①

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度

善
本
叢
書
・
仏
教
文

化
研
究
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
応
募
締
切
日：

十
月
四
日

水
）

6
）
平
成
二
十
九
年
度
第
四
回
運
営
会
議
（
十
月
十
一
日

水
）

午
後
〇
時
三
十
分
〜
午
後
一
時
十
分
）

①

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度

出
版
助
成
（
善
本
叢

書
・
仏
教
文
化
研
究
叢
書
）
の
予
算
案
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

善
本
叢
書

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
文
明
本

川
添
泰
信
氏

三
月
二
日

金
）〜
三
月
七
日

水
））

※E
-M
a
il

審
議

①

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
と
中
華
佛
學
研
究
所
間
の

学
術
研
究
交
流
促
進
に
関
す
る
一
般
協
定
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

□
研
究
事
業
計
画

平
成
二
十
九
年
度
の
研
究
題
目
及
び
主
査
（
代
表
者
）
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

指
定
研
究
｜
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
の
研
究
｜

㈠

『
教
行
信
証
』（
文
明
本
）
の
研
究
（
三
年
次
）

主
査

川
添

泰
信
（
真
宗
学
科
）

㈡

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
蘆
庵
本
歌
合
集
の
研
究
（
一
年

次
）

主
査

安
井

重
雄
（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

二

共
同
研
究

㈠

日
本
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
化
の
研
究
｜
多
田

等
観
の
将
来
資
料
を
中
心
に
｜
（
二
年
次
）

主
査

能
仁

正
顕
（
仏
教
学
科
）

㈡

宗
教
関
係
法
令
の
研
究
（
二
年
次
）

主
査

藤
原

正
信
（
歴
史
学
科
・
日
本
史
学

専
攻
）

㈢

仏
教
婦
人
会
の
研
究
（
二
年
次
）

主
査

中
西

直
樹
（
歴
史
学
科
・
仏
教
史
学

専
攻
）

㈣

仏
教
と
聖
地
に
関
す
る
総
合
的
研
究

｜
聖
な
る
表
象
と
は
何
か
｜
（
一
年
次
）

仏
教
文
化
研
究
叢
書

『
近
代
日
本
宗
教
関
係
法
令
集
成
』

藤
原
正
信
氏

仏
教
文
化
研
究
叢
書

『
シ
リ
ー
ズ
近
代
日
本
の
仏
教
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
第
二
巻

仏
教
婦

人
雑
誌
の
創
刊
』

中
西
直
樹
氏

②

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
沼
田
奨
学
金
（
研
究
奨

学
金
）
受
給
者
の
推
薦
審
査
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員

の
任
用
つ
い
て

エ
ム
・
ワ
ヒ
ド
ゥ
ザ
マ
ン
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）、
マ

イ
ナ
・
タ
ル
ク
ダ
ル
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）、
ス
ワ

ン
・
リ
ン
氏
（
台
湾
）、
デ
リ
ッ
プ
・
ク
マ
ル
・
バ
ル
ア

氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
が
推
薦
お
よ
び
任
用
さ
れ
た
。

③

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
客
員
研
究
等
の
追
加

に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

④

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度

研
究
Ｐ
Ｊ
研
究
年

次
経
過
報
告
書
の
評
価
に
つ
い
て

（
7
）
平
成
二
十
九
年
度
第
五
回
運
営
会
議
（
二
〇
一
八
年

一
月
十
七
日

水
）

午
後
〇
時
三
十
五
分
〜
午
後
〇

時
五
十
五
分
）

①

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
研
究
Ｐ
Ｊ
研
究
年
次

経
過
報
告
書
の
評
価
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

②

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
の
「
刊
行
の
辞
」
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

（
8
）
平
成
二
十
九
年
度
第
六
回
運
営
会
議
（
二
〇
一
八
年

彙

報

九
三



主
査

楠

淳
證
（
仏
教
学
科
）

㈤

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
大
谷
文
書
の
再
整
理
と
研
究

（
一
年
次
）

主
査

中
田

裕
子

（
農
学
部
・
食
料
農
業

シ
ス
テ
ム
学
科
）

三

常
設
研
究

㈠

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
真
宗
古
文
献
の
翻
刻
・
研

究
（
三
年
次
）

主
査

深
川

宣
暢
（
真
宗
学
科
）

㈡

仏
教
写
本
の
総
合
的
研
究
（
三
年
次
）

主
査

若
原

雄
昭
（
仏
教
学
科
）

㈢

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
仏
教
交
流
史
（
一
年
次
）

主
査

林

行
夫
（
歴
史
学
科
・
仏
教
史
学

専
攻
）

四

特
別
指
定
研
究

㈠

大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究
（
西
域
文
化

研
究
会
）

主
査

入
澤

崇
（
仏
教
学
科
）

㈡

大
正
新
脩
大
蔵
経
の
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究
（
大

蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
）

主
査

道
元

徹
心
（
仏
教
学
科
）

㈢

仏
教
経
典
の
翻
訳
と
研
究
（
仏
典
翻
訳
研
究
会
）

主
査

那
須

英
勝
（
真
宗
学
科
）

五

個
人
研
究

㈠

『
通
俗
仏
教：

世
諺
百
話
』
の
研
究

東
森

勲
（
英
語
英
米
文
学
科
）

第
八
十
六
回
仏
教
文
化
講
演
会

日

時

十
月
十
九
日

木
）

午
後
三
時
〜
午
後
四
時

三
十
分

会

場

大
宮
学
舎

清
和
館
三
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

親
鸞
聖
人
全
撰
述
英
訳
に
か
か
わ
る
仏
典
翻

訳
論
｜
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
Ｃ
Ｗ
Ｓ
事
業

に
従
事
し
て
｜

講

師

武
田
龍
精
氏
（
本
学
名
誉
教
授
・
元
本
学
文

学
部
教
授
）

□
研
究
談
話
会
開
催

平
成
二
十
八
年
度

一
月
二
十
六
日

木
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

十
五
分

第
十
六
回
研
究
談
話
会
（
藤
田
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

有
職
故
実
と
言
語
①
官
職
名
を
詠
む
和
歌

講

師

佐
藤

明
浩

氏
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）

二
月
二
十
二
日

水
）

午
後
四
時
〜
午
後
五
時
三
十
分

第
十
七
回
研
究
談
話
会
（
龍
溪
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
北
黌
一
階
一
〇
二
教
室

テ
ー
マ

小
児
往
生
を
め
ぐ
る
子
と
の
死
別
と
自
己
の

救
済

講

師

川
本

佳
苗

氏
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
Ｄ
Ｃ
）

二
月
二
十
三
日

木
）

午
後
三
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

第
十
八
回
研
究
談
話
会
（
道
元
研
究
Ｐ
Ｊ
）

□
出
版
物
案
内

一

『
仏
教
文
化
研
究
所
所
報
』
第
四
十
一
号
（
平
成
三
十

年
三
月
二
十
三
日
刊
）

内
容

目
次

研
究
ノ
ー
ト
一

多
田
等
観
へ
下
賜
さ
れ
た
「
釈
尊
絵
伝
」
と
未
整
理
の

関
連
資
料
に
関
す
る
調
査
途
中
報
告

岩
田
朋
子

研
究
ノ
ー
ト
二

R
eu
sin
g
 
Ś
h
eets

 
o
f
 
T
ib
eta

n
 
Ś
a
tu
sa
h
a
srik

a
-

p
ra
jn
a
p
u
ra
m
ita

in P
u
rh
u
n
g
 
K
a
zu
sh
i Iw

a
o

二

『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
六
集
（
平
成
三
十

年
三
月
三
十
日
刊
）

内
容

目
次

別
掲

三

龍
谷
大
学
善
本
叢
書
三
十
三

『
中
世
国
語
資
料
集
』

（
藤
田
保
幸
編
Ａ
５
判

三
三
〇
頁

本
体
価
格
一
八

七
九
二
円
）

仏
教
文
化
研
究
叢
書
三
十
五

近
代
日
本
の
仏
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
第
一
巻

『『
反
省
会
雑
誌
』
と
そ
の
周
辺
』

（
赤
松
徹
眞
編

Ａ
５
判

三
七
三
頁

本
体
価
格
六

四
八
〇
円
）

□
公
開
講
演
会
開
催

平
成
二
十
九
年
度

彙

報

九
四



会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室

一
・

二

テ
ー
マ

宗
教
テ
ク
ス
ト
世
界
の
再
発
見

｜
真
福
寺
聖
教
調
査
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る

中
世
仏
教
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｜

講

師

阿
部

泰
郎

氏
（
名
古
屋
大
学
文
学
研
究

科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ

ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

二
月
十
六
日

木
）

午
後
三
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

第
十
九
回
研
究
談
話
会
（
藤
田
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

有
職
故
実
と
言
語
②
国
語
学
と
有
職
故
実

講

師

山
東

功

氏
（
大
阪
府
立
大
学
教
授
）

三
月
七
日

火
）

午
後
三
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

第
二
十
回
研
究
談
話
会
（
若
原
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室
一
・

二

テ
ー
マ

仏
典
梵
文
写
本
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
借
覧

状
況
に
つ
い
て

講

師

加
納

和
雄

氏
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

後
援：

龍
谷
学
会

三
月
八
日

水
）

午
後
一
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

第
二
十
一
回
研
究
談
話
会
（
藤
原
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
二
階
二
〇
四
教
室

テ
ー
マ

国
家
神
道
と
宗
教
関
係
法
令
｜
特
に
国
家
神

道
の
受
容
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
｜

テ
ー
マ

レ
イ
モ
ン
・
パ
ニ
カ
ー
と
宗
教
間
の
対
話：

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ブ
デ
ィ
ス

ト
の
立
場
か
ら

講

師

遊
佐

道
子

氏
（
西
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
現

代
・
古
典
語
学
科
教
授
）

司

会

那
須

英
勝

氏

（
本
学
文
学
部
教
授
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

協
力：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

B
A
R
C
)

七
月
二
十
三
日

日
）

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

第
二
回
研
究
談
話
会
（
入
澤
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

「
歓
心
十
法
界
図
」
の
研
究
｜
西
夏
と
ウ
イ

グ
ル
の
事
例
を
中
心
と
し
て

テ
ー
マ

西
夏
文
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
十
法
界
図

講

師

荒
川
慎
太
郎

氏
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
准
教
授
）

テ
ー
マ

ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
「
歓
心
十
法
界
図
」
の

諸
相

講

師

橘
堂

晃
一

氏
（
本
学
仏
教
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

テ
ー
マ

『
釈
迦
牟
尼
世
尊
絵
伝
』
に
描
か
れ
る
「
デ

ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
堕
地
獄
」
に
つ
い
て

講

師

岡
本

健
資

氏
（
本
学
政
策
学
部
・
准
教

授
）

※
共
催
「（
宮
治
科
研
）
中
央
ア
ジ
ア
仏
教
美

術
の
研
究
」
研
究
会

講

師

井
之
上
大
輔

氏
（
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校

教
諭
・
筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

三
月
十
三
日

月
）

午
後
五
時
〜
午
後
六
時
三
十
分

第
二
十
二
回
研
究
談
話
会
（
和
田
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
南
黌
一
階
一
〇
二
教
室

テ
ー
マ

写
本
の
勧
化
本
の
本
文
に
つ
い
て
｜
『
明
法

房
物
語
』
の
場
合
｜

講

師

和
田

恭
幸

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

三
月
十
四
日

火
）

午
後
三
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

第
二
十
三
回
研
究
談
話
会
（
近
藤
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
北
黌
一
階
一
〇
一
教
室

テ
ー
マ

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
「
漢
語
イ
ス
ラ
ー
ム

文
献
」
を
め
ぐ
っ
て
｜
出
版
の
経
緯
を
中
心

に
｜

講

師

都
築

晶
子

氏
（
本
学
名
誉
教
授
）

三
月
二
十
八
日

火
）

午
後
三
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

第
二
十
四
回
研
究
談
話
会
（
道
元
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室
一

テ
ー
マ

『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
つ
い
て

講

師

道
元

徹
心

氏
（
本
学
理
工
学
部
教
授
）

平
成
二
十
九
年
度

四
月
二
十
六
日

水
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

十
五
分

第
一
回
研
究
談
話
会
（
那
須
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
北
黌
二
階
二
〇
四
教
室

彙

報

九
五



九
月
二
十
八
日

木
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

十
五
分

第
三
回
研
究
談
話
会
（
楠
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室

テ
ー
マ

南
方
熊
楠
が
見
た
聖
な
る
表
象
｜
聖
地
那
智

山
で
の
体
験
と
と
も
に
｜

講

師

唐
澤

太
輔

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｄ
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

テ
ー
マ

「
越
後
の
親
鸞
」
像
の
形
成
と
確
立
過
程
｜

『
御
伝
鈔
』
か
ら
近
代
へ
｜

講

師

大
澤

絢
子

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ａ
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所

嘱
託
研
究
員
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

十
月
五
日

木
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四
十
五

分

第
四
回
研
究
談
話
会
（
楠
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室

テ
ー
マ

参
詣
曼
荼
羅
の
時
空
間
｜
立
山
曼
荼
羅
に
お

け
る
地
獄
表
現
の
諸
相
｜

講

師

亀
山

隆
彦

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ａ
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

テ
ー
マ

仏
教
説
話
に
み
る
海
の
表
象
｜
も
う
一
つ
の

聖
地
像
｜

講

師

李

曼
寧

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研
究

十
月
二
十
七
日

金
）

午
後
三
時
〜
午
後
五
時

第
六
回
研
究
談
話
会
（
安
井
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

近
世
歌
合
の
諸
問
題

講

師

神
作

研
一

氏
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研

究
部
教
授
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
）

十
二
月
二
日

土
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
〇
時
十
五

分

第
七
回
研
究
談
話
会
（
能
仁
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
二
五
三
教
室

テ
ー
マ

多
田
等
観
請
「
釈
迦
牟
尼
世
尊
絵
伝
」
に
描

か
れ
る
「
ム
ク
タ
ー
ラ
タ
ー
の
物
語
」

講

師

岡
本

健
資

氏
（
本
学
政
策
学
部
准
教
授
）

テ
ー
マ

古
代
チ
ベ
ッ
ト
支
配
下
の
敦
煌
と
チ
ベ
ッ
ト

の
仏
教

テ
ー
マ

チ
ベ
ッ
ト
族
の
牧
民
地
区
に
あ
る“b

sa
n
g
”

祭
り
儀
式
に
つ
い
て

講

師

万
德

爾

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
・

社
会
経
済
研
究
所
副
研
究
員
）

テ
ー
マ

清
代
に
お
け
る
雍
和

の
金
瓶
抽
籤
に
つ
い

て

講

師

孟

秋
麗

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
・
歴

史
研
究
所
副
研
究
員
）

講

師

岩
尾

一
史

氏
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

テ
ー
マ

五
世
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
伝
の
翻
訳
と
そ
の
資

料
価
値
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ａ
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
嘱

託
研
究
員
）

テ
ー
マ

聖
な
る
表
象
と
し
て
の
災
害
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
仏
教
者
の
役
割

講

師

金
澤

豊

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｄ
・
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客

員
研
究
員
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

十
月
九
日

月
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

第
五
回
研
究
談
話
会
（
那
須
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

Ja
p
a
n
ese

 
S
ch
o
la
rsh

ip
 
o
n
 
C
h
in
ese

 
S
u
tra
s E

n
g
ra
v
ed in S

to
n
e

講

師

ロ
ー
タ
ー
・
レ
ダ
ロ
ー
ゼ
博
士
（
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
グ
大
学
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
主
任
教
授
）

通

訳

那
須

英
勝

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

テ
ー
マ

四
川
安
岳
茗
山
寺
と
密
教
柳
趙
教
団

講

師

孫

華

氏
（
北
京
大
学
文
化
遺
産
保
護
研

究
セ
ン
タ
ー
長
・
北
京
大
学
考
古
文
博
学
院

教
授
）

通

訳

李

曼
寧

氏
（
本
学
世
界
仏
教
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ａ
）

司

会

那
須

英
勝

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
公

益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会

協
力：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

彙

報

九
六



講

師

智

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
・
歴
史

研
究
所
副
所
長
）

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

武
内

紹
人

氏

（
神
戸
市
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

※
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

十
二
月
二
日

土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十

五
分

第
八
回
研
究
談
話
会
（
若
原
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
二
五
三
教
室

テ
ー
マ

『
宝
雲
経
』
に
つ
い
て

講

師

ダ
ム
ド
ゥ
ル

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
セ

ン
タ
ー
長
）

テ
ー
マ

『
菩
提
道
次
第
広
論
』
に
お
け
る
菩
提
心
観

に
つ
い
て

講

師

高

穎

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
・
宗
教

研
究
所
助
理
研
究
員
）

テ
ー
マ

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
ゴ
ル
寺
旧
蔵
貝
葉
に
つ

い
て

講

師

間
中

充

氏
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
生
）

テ
ー
マ

C
T
R
C

に
所
蔵
のC

a
tu
ssto

tra
v
iv
a
ra
n
a

と
そ
の
他
の
梵
文
写
本
に
つ
い
て

講

師

李

学
竹

氏
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
・
研

究
員
）

テ
ー
マ

ネ
パ
ー
ル
現
存
の
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文

字
音
写
の
チ
ベ
ッ
ト
語
写
本
に
つ
い
て
の
一

考
察

報
告
者

冨
島

信
海

氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
助
手
）

※
共
催：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

十
二
月
二
十
五
日

月
）

午
後
二
時
〜
午
後
六
時
三
十
分

第
十
一
回
研
究
談
話
会
（
道
元
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

「
従
軍
布
教
と
宗
教
法
令
｜
日
清
・
日
露
戦

時
に
お
け
る
敵
国
軍
死
者
の
葬
送
・
追
悼
｜
」

報
告
者

寺
戸

尚
隆

氏
（
本
学
文
学
部
非
常
勤
講

師
）

テ
ー
マ

「
宗
教
法
令
と
陵
墓
」

報
告
者

池
田

智
文

氏
（
本
学
文
学
部
非
常
勤
講

師
）

二
〇
一
八
年
一
月
十
五
日

月
）

午
後
四
時
三
十
分
〜
午

後
六
時

第
十
二
回
研
究
談
話
会
（
道
元
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室
一
・
二

テ
ー
マ

『
阿
彌
陀
経
略
記
』
と
天
台
に
お
け
る
阿
弥

陀
研
究
に
つ
い
て

報
告
者

栁
澤

正
志

氏

（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講

師
）

一
月
十
九
日

金
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
０
時
三
十
分

第
十
三
回
研
究
談
話
会
（
入
澤
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

大
谷
光
瑞
師
と
台
湾
・
逍
遙
園

｜
そ
の
建
築
空
間
と
修
復
事
業
を
中
心
と
し

講

師

ス
ダ
ン
・
シ
ャ
キ
ャ

氏
（
種
智
院
大
学
准

教
授
）

テ
ー
マ

梵
文
で
伝
存
す
る
ア
バ
ヤ
ー
カ
ラ
グ
プ
タ
の

著
作

講

師

加
納

和
雄

氏
（
駒
澤
大
学
講
師
）

質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

桂

紹
隆

氏

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

※
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

十
二
月
二
日

土
）

午
後
二
時
〜
午
後
六
時

第
九
回
研
究
談
話
会
（
中
田
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
一
・
二

テ
ー
マ

唐
代
の
社
会
と
文
化

報
告
①

「
唐
代
筆
記
所
見
靈
異
案
件
的
審
判
」

報
告
者

趙

晶

氏
（
中
国
政
法
大
学
副
教
授
）

報
告
②

「
唐
代
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
行
」

報
告
者

中
田

裕
子

氏
（
本
学
農
学
部
講
師
）

報
告
③

「
大
谷
文
書5791A

「
須
大

太
子

（
擬
）」

小
考
」

報
告
者

日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ

髙
井

龍

氏
（
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客

員
研
究
員
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岩
尾

一
史

氏
（
本
学
文
学
部

准
教
授
）

十
二
月
十
五
日

金
）

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
三
十
分

第
十
回
研
究
談
話
会
（
川
添
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
南
黌
二
階
二
〇
二
教
室

テ
ー
マ

『
教
行
信
証
』
存
蓮
本
に
つ
い
て

彙

報

九
七



て
｜

報
告
者

黄

朝
煌

氏
（
新
潟
大
学
現
代
社
会
文
化

研
究
科
客
員
研
究
員
・
前
国
立
高
雄
大
学
助

理
教
授
）

一
月
二
十
六
日

金
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

十
五
分

第
十
五
回
研
究
談
話
会
（
那
須
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

B
u
d
d
h
ist N

u
n
s’
L
iv
es a

n
d
 
R
o
les in

 
M
o
d
ern M

y
a
n
m
a
r

現
代
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
女
性
出
家
者
の

生
活
と
役
割

報
告
者

T
h
isa
r N

a
n
d
i

（
テ
ィ
サ
・
ナ
ン
デ
ィ
）

師
（
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

地
域
研
究
研
究
科
・（A

S
A
F
A
S

）研
究
生
）

司

会

那
須

英
勝

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

通

訳

川
本

佳
苗

氏
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究

科
研
究
生
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

協
力：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

二
月
二
十
日

火
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四
十

五
分

第
十
八
回
研
究
談
話
会
（
那
須
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
共
同
研
究
室
１

テ
ー
マ

「
聖
人
伝
」
と
し
て
の
親
鸞
伝
の
可
能
性
と

役
割
｜
新
た
な
分
析
方
法
と
伝
記
理
解
に
向

会

場

大
宮
学
舎
清
風
館
Ｂ

103

テ
ー
マ

聖
地
研
究
の
切
り
拓
く
も
の

報
告
者

鎌
田

東
二

氏
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
所
特
任
教
授
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

三
月
七
日

水
）

午
後
三
時
〜
午
後
五
時

第
十
九
回
研
究
談
話
会
（
藤
原
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
三
階
小
会
議
室

テ
ー
マ

「
国
体
」
と
国
体
論

報
告
者

嘉
戸

一
将

氏
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

□
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
二
十
九
年
度

六
月
三
十
日

金
）

午
後
二
時
四
十
五
分
〜
午
後
六
時
三

十
分

第
二
十
五
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
本
館
二
階
講
堂

大
谷
光
瑞
研
究
を
め
ぐ
る
諸
問
題

｜
旅
順

博
物
館
開
設
100
周
年
に
あ
た
っ
て
｜

学
長
挨
拶

入
澤

崇

氏
（
本
学
学
長
・

本
学
文
学
部
教
授
）

趣
旨
説
明
・
登
壇
者
紹
介

三
谷

真
澄

氏

（
本
学
国
際
学
部
教
授
）

テ
ー
マ

「
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
仏
教
文
物
」（
通
訳
含

む
）

講

師

王

振
芬

氏
（
旅
順
博
物
館
館
長
）

通

訳

徐

光
輝

氏
（
本
学
国
際
学
部
教
授
）

け
て
｜

報
告
者

リ
ュ
ウ
シ
ュ
・
マ
ル
ク
ス

氏
（
ベ
ル
リ
ン

自
由
大
学
歴
史
文
化
学
部
・
東
ア
ジ
ア
研
究

所
日
本
学
科
研
究
生
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

協
力：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

二
月
二
十
日

火
）

午
後
四
時
四
十
五
分
〜
午
後
六
時
十

五
分

第
十
四
回
研
究
談
話
会
（
深
川
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
北
黌
一
階
一
〇
六
教
室

テ
ー
マ

小
児
往
生
と
追
善
回
向
に
つ
い
て

報
告
者

北
塔

光
昇

氏

（
本
願
寺
派
中
央
仏
教
学

院
長
）

二
月
二
十
二
日

木
）

午
後
三
時
〜
午
後
五
時

第
十
六
回
研
究
談
話
会
（
安
井
研
究
Ｐ
Ｊ
）

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

蘆
庵
本
歌
合
の
伝
本
の
位
置
｜
大
治
三
年
住

吉
社
歌
合
、
建
久
六
年
民
部
卿
家
歌
合
な

ど
｜

報
告
者

安
井

重
雄

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

テ
ー
マ

源

俊
頼
と
歌
合

報
告
者

鈴
木

徳
男

氏
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
教

授
）

二
月
二
十
八
日

水
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

十
五
分

第
十
七
回
研
究
談
話
会
（
楠
研
究
Ｐ
Ｊ
）

彙

報

九
八



第
二
十
九
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明

林

行
夫

氏
（
本
学
文
学

部
教
授
）

研
究
叢
書
の
刊
行
状
況
（
報
告
）

中
西

直
樹

氏

（
本
学
文
学
部
教
授
）

基
調
講
演

テ
ー
マ

近
代
仏
教
の
時
代
の
す
れ
ち
が
い
｜
戦
前
、

戦
中
の
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
仏
教
雑
誌
、
書

籍
に
み
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
関
連
記
事
｜

講

師

笹
川

秀
夫

氏
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
教
授
）

質
疑
応
答
・
司
会

林

行
夫

氏
（
本
学
文
学
部
教

授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部

教
授
）

総
合
討
論
・
司
会

林

行
夫

氏
（
本
学
文
学
部
教

授
）

※
共
催：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

二
〇
一
八
年
一
月
三
十
日

火
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午

後
四
時
五
十
分

第
三
十
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

開
会
挨
拶
・
司
会

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部

教
授
）

テ
ー
マ

京
都
に
お
け
る
真
宗
婦
人
諸
団
体
の
動
向

十
五
分

第
二
十
七
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

釈
尊
の
出
家
動
機
｜
仏
伝
に
お
け
る
「
四
門

出
遊
」
の
成
立
｜

講

師

天
野

信

氏
（
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客

員
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

龍
谷
学
会

七
月
三
十
一
日

月
）

午
後
〇
時
五
十
分
〜
午
後
五
時
四

十
分

第
二
十
八
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

日
本
仏
教
に
よ
る
ア
ジ
ア
布
教
史
概
観

講

師

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

テ
ー
マ

財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
の
留
学
生
派
遣
と
宗

教
民
族
学
者
の
金
孝
敬

講

師

大
澤

広
嗣

氏
（
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課

専
門
職
）

テ
ー
マ

真
宗
本
願
寺
派
関
東
別
院
の
活
動
と
終
焉

講

師

野
世

英
水

氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

テ
ー
マ

戦
前
期
日
本
仏
教
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
布
教

講

師

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

共
催：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

(B
A
R
C
)

龍
谷
学
会

十
一
月
十
七
日

金
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
六
時

テ
ー
マ

「
大
谷
光
瑞
師
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
」

講

師

掬
月

誓
成

氏
（
別
府
大
谷
記
念
館
副
館

長
）

質
疑
応
答

閉
会
挨
拶

能
仁

正
顕

氏
（
本
学
仏
教

文
化
研
究
所
長
・
本
学
世
界
仏
教
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
本
学
文
学
部
教
授
）

※
共
催：

世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

七
月
十
四
日

金
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
三
十

分

第
二
十
六
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
二
階
大
会
議
室

テ
ー
マ

近
代
仏
教
婦
人
会
の
興
起
と
そ
の
歴
史
的
意

義

講

師

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

テ
ー
マ

小
野
島
行
薫
の
関
東
開
教
と
上
毛
婦
人
教
育

会

講

師

岩
田

真
美

氏
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

テ
ー
マ

相
愛
女
学
校
創
設
と
大
阪
婦
人
会
の
動
向

講

師

近
藤
俊
太
郎

氏
（
本
学
仏
教
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

※
共
催：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

龍
谷
学
会

七
月
二
十
七
日

木
）

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
二
時
四

彙

報

九
九



丙
勲
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
館
員
）

Ｓ

ラ
シ
ュ
マ
ン
（G

o
ttin

g
en A

ca
d
em
y o

f
 

S
cien

ces

）

羅

鴻
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
副
研
究
員
）

李

学
竹
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
研
究
員
）

李

光

（
韓
国
東
西
心
理
学
研
究
所
長
・
法
華
精
舎
研
究

顧
問
）

李

際
寧
（
中
国
国
家
図
書
館
善
本
部
副
主
任
）

李

済
滄
（
南
京
師
範
大
学
講
師
）

李

美
香
（
東
國
大
学
校
講
師
）

劉

安
志
（
武
漢
大
学
中
国
三
至
九
世
紀
研
究
所
教
授
）

劉

廣
堂
（
大
連
市
現
代
博
物
館
館
長
）

劉

梅
玲
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

Ｃ
Ｋ

レ
ッ
ク
（G

o
ttin

g
en A

ca
d
em
y o

f S
cien

ces

）

□
二
〇
一
八
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学
金

受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏

名

エ
ム
・
ワ
ヒ
ド
ゥ
ザ
マ
ン

氏

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
立

ノ
ア
カ
リ
科
学
技
術
大
学
副
学
長
）

研
究
課
題

明
治
維
新
お
よ
び
以
後
の
時
代
に
お
け
る
近
代

的
教
育
制
度
の
発
展
に
日
本
仏
教
が
果
た
し
た

役
割

指
導
教
授

若
原

雄
昭

文
学
部
教
授

研
究
期
間

二
〇
一
八
年
六
月
五
日
〜
二
〇
一
八
年
七
月
四
日

氏

名

マ
イ
ナ
・
タ
ル
ク
ダ
ル

氏

学
部
教
授
）

※
共
催：

ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（B
A
R
C

）

□
二
〇
一
七
年
度

外
国
人
客
員
研
究
員
記
録

イ
ム
レ
・
ガ
ラ
ン
ボ
ス
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）

エ
ル
ダ
ル
・
キ
ュ
チ
ュ
キ
ュ
ヤ
ル
チ
ュ
ン
（
ト
ル
コ
日
本
研

究
学
会
理
事
）

王

振
芬
（
旅
順
博
物
館
副
館
長
）

コ
ン
カ
ー
ラ
ッ
タ
ナ
ラ
ッ
ク
・
プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ
ク
（
タ
イ
国

タ
ン
マ
ガ
ー
イ
寺
院
大
阪
別
院
住
職
）

ザ
イ
レ
・
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
非
常
勤
講
師
・
興
福
寺
僧
侶
）

肖

越
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）

Ｐ

ツ
ィ
ー
メ
（
ベ
ル
リ
ン＝

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
学
術
ア

カ
デ
ミ
ー
）

ス
ダ
ン
・
シ
ャ
キ
ャ
（
種
智
院
大
学
准
教
授
）

ダ
ン
ド
ゥ
ル
（
中
国
蔵
学
研
究
中
心
副
所
長
）

ダ
ニ
エ
ル
Ｇ

フ
レ
ド
リ
ッ
ク
（
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
宗
教

学
部

大
学
院
研
究
員
）

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
リ
シ
ー
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
神
学
部
教

授
）

張

希
清
（
北
京
大
学
中
古
史
研
究
中
心
教
授
）

デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
（
本
学
研
究
フ
ェ
ロ
ー
）

デ
ィ
ワ
カ
ル
・
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
教
授
）

ト
ー
マ
ス
・
シ
ー
ハ
ン
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
）

｜
令
徳
会
と
『
婦
人
世
界
』
の
前
夜
か
ら
｜

講

師

吉
岡

諒

氏
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

テ
ー
マ

大
谷
派
東
京
貴
婦
人
会
か
ら
の
婦
人
法
話
会

へ

講

師

碧
海

寿
広

氏
（
本
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）

テ
ー
マ

明
治
期
の
本
願
寺
派
学
校
制
度
｜
高
輪
大
学

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
に
向
け
て
｜

講

師

中
西

直
樹

氏
（
本
学
文
学
部
教
授
）

※
共
催：

龍
谷
学
会

二
月
二
十
四
日

土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
三

十
分

第
三
十
一
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会

場

大
宮
学
舎
西
黌
三
階
小
会
議
室

開
会
挨
拶
・
司
会

林
行
夫
氏
（
本
学
文
学

部
教
授
）

テ
ー
マ

タ
イ
の
仏
教
寺
院
に
お
け
る
社
会
福
祉
機
能

の
実
態

報
告
者

講
師

安
藤

德
明

氏
（
淑
徳
大
学
ア
ジ
ア

国
際
社
会
福
祉
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究

員
）

テ
ー
マ

タ
イ
と
日
本
の
仏
教
は
対
話
で
き
る
か

報
告
者

講
師

神
田

英
昭

氏

高
野
山
真
言
宗
僧

侶
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

村
上

忠
良

氏
（
大
阪

大
学
大
学
院
教
授
）

総
合
討
論

司
会

林

行
夫

氏
（
本
学
文

彙

報

一
〇
〇



（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
立

ダ
ッ
カ
大
学
人
文
学
部
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学

科
・
准
教
授
）

研
究
課
題

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
日
本
仏
教
に
与
え
た
影
響
の

研
究

指
導
教
授

若
原

雄
昭

文
学
部
教
授

研
究
期
間

二
〇
一
八
年
六
月
五
日
〜
二
〇
一
八
年
七
月
四
日

氏

名

ス
ア
ン
・
リ
ン

氏

（
台
湾

国
立
政
治
大
学
宗
教
研
究
所
・
博
士

研
究
員
（
候
補
者
））

研
究
課
題

清
弁
著
『
般
若
灯
論
』
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳

間
に
見
ら
れ
る
「
無
自
性
」
概
念
の
比
較

指
導
教
授

若
原

雄
昭

文
学
部
教
授

研
究
期
間

二
〇
一
八
年
六
月
十
五
日
〜
二
〇
一
八
年
八
月

十
五
日

氏

名

デ
リ
ッ
プ
・
ク
マ
ル
・
バ
ル
ア

氏

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
立
ダ

ッ
カ
大
学
パ
ー
リ
学
仏
教
学
科
・
教
授
）

研
究
課
題

浄
土
真
宗
の
寺
院
生
活
に
つ
い
て
の
研
究

指
導
教
授

嵩

満
也

国
際
学
部
教
授

研
究
期
間

二
〇
一
八
年
六
月
五
日
〜
二
〇
一
八
年
七
月
四
日

彙

報

一
〇
一



仏
教
文
化
研
究
所
規
程

設

立

昭
和
三
六
年

四

月

一

日

制

定

昭
和
六
三
年
一
二
月

一

日

一
部
改
正

平
成

四

年

一

月
一
六
日

平
成

六

年

六

月

九

日

平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日

平
成
一
三
年

九

月
二
七
日

平
成
一
四
年

五

月
一
六
日

平
成
一
五
年

五

月
一
五
日

平
成
一
九
年

七

月

五

日

平
成
二
四
年

四

月

一

日

第
一
章

総

則

目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
龍
谷
大
学
学
則
第
七
〇
条
に
定
め
る

仏
教
文
化
研
究
所

以
下
「
仏
文
研
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、

そ
の
組
織
及
び
運
営
等
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

所
在
地
）

第
二
条

仏
文
研
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
内
に
置
く
。

仏
文
研
の
目
的
）

第
三
条

仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す

る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流
を
行
い
、
も

っ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

事
業
）

第
四
条

仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の

事
業
を
行
う
。

⑴

仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・
調
査

⑵

研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
び
情
報
の
収
集
、

管
理

第
三
章

組

織

部
の
設
置
）

第
九
条

仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
び
事
業
部
を
設
け
る
。

二
、
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
研

究
及
び
調
査
並
び
に
各
指
定
研
究
及
び
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

三
、
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資
料
の

収
集
・
整
理
及
び
研
究
成
果
の
公
刊
並
び
に
研
究
交
流
等
に

関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

指
定
研
究
）

第
一
〇
条

仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定
研
究

を
置
く
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

第
一
一
条

仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
特
別
指

定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
置
く
。

二

常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴

真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑵

仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑶

仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三
、
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴

西
域
文
化
研
究
会

⑵

仏
典
翻
訳
研
究
会

⑶

大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
、
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す
る
。

附
属
研
究
セ
ン
タ
ー
）

第
一
二
条

仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
に

運
営
会
議
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に
定
め

る
。第

四
章

職

員

組

織

所
長
、
副
所
長
）

⑶

紀
要
、
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

⑷

研
究
会
、
公
開
講
座
、
講
演
会
等
の
開
催

⑸

国
内
外
の
大
学
及
び
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

⑹

そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
二
章

運

営

会

議

運
営
会
議
）

第
五
条

仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決
定
す

る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議

以
下
「
運
営
会
議
」

と
い
う
。）を
置
く
。

二
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て
決
定

す
る
。

⑴

事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

⑵

研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

⑶

指
定
研
究
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
・
廃
止
に
関

す
る
こ
と
。

⑷

研
究
員
及
び
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

⑸

そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

構
成
）

第
六
条

運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
構
成
す

る
。

⑴

所
長
及
び
副
所
長

⑵

文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

七
名

⑶

短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

一
名

⑷

学
長
が
指
名
す
る
者

若
干
名

⑸

専
任
研
究
員

⑹

研
究
部
事
務
部
長

二
、
前
項
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
よ
る
者

の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

招
集
）

第
七
条

運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招
集
し
、

所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

定
足
数
等
）

第
八
条

運
営
会
議
は
、
構
成
員
の
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
成

立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
決
定
す
る
。

一
〇
二



第
一
三
条

仏
文
研
に
、
所
長
及
び
副
所
長
各
一
名
を
置
く
。

二
、
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代
表
す

る
。

三
、
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。

四
、
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に
対
し

て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
、
所
長
及
び
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

主
任
）

第
一
四
条

第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
各
一
名
を
置
く
。

二
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
、
主
任
は
、
本
学

短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
、
同
じ
。）

の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お
い
て
選
任
す
る
。

主
査
）

第
一
五
条

第
一
一
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

二
、
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ
の
活

動
を
調
整
推
進
す
る
。

三
、
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に

お
い
て
選
任
す
る
。

常
任
委
員
会
）

第
一
六
条

運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事
項
の

処
理
並
び
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
図
る
た
め
、
所
長

の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

二
、
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

⑴

所
長
及
び
副
所
長

⑵

第
一
四
条
に
定
め
る
主
任

⑶

運
営
会
議
が
選
任
す
る
者

若
干
名

⑷

仏
文
研
課
長

三
、
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
章

研

究

員

研
究
員
）

第
一
七
条

仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

第
二
三
条

仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
仏

文
研
事
務
室
を
置
く
。

二
、
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

改
廃
）

第
二
四
条

こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議
の
発

議
に
よ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

付

則

一
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
龍
谷
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
規
程
（
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
）
は
、
廃
止
す

る
。

三
、
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
一
二
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
よ
る
所
長
が
あ
た
る
も
の
と
し
、

運
営
会
議
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定

に
よ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

付

則
（
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日
第
一
一
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
抄
）
平
成
一
三
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改
正
）

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正
）

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究
所
事

務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
課
長
と
み
な

す
。

付

則
（
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
二
条
新
設
、
第
一
三

条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

則
（
平
成
二
四
年
三
月
一
日
第
五
条
、
第
六
条
、
第
九

条
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
、
第
一
六
条
改
正
）

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

⑴

専
任
研
究
員

⑵

兼
任
研
究
員

⑶

客
員
研
究
員

⑷

嘱
託
研
究
員

専
任
研
究
員
）

第
一
八
条

専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任
教
育

職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
、
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

兼
任
研
究
員
）

第
一
九
条

兼
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
本

学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

二
、
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長
が
委

嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育
職
員
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教
授
会
の
承
認
を
得
る

も
の
と
す
る
。

三
、
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
員
と
な
る
こ

と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
、
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

客
員
研
究
員
）

第
二
〇
条

客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身
分
の

ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・
調
査
活
動
に

従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営
会
議

の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

嘱
託
研
究
員
）

第
二
一
条

嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外
の
者

で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

二
、
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

受
託
研
究
員
）

第
二
二
条

仏
文
研
は
、
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

二
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章

補

則

事
務
）

一
〇
三



編

集

後

記

『
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
六
集
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
一
九
六
二
年
の
第
一
集
刊
行
以
来
、
五
十
六
年
の
時

が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
実
に
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
数
々
の
研
究
論
文
、
研
究
報
告
、
講
演
会
記
録
、
座
談

会
記
録
等
々
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
仏
教
文
化
研
究
所
が
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ

る
の
を
機
に
、
本
誌
も
今
集
を
も
ち
ま
し
て
終
刊
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
装
い
も
新
た
に
『
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
紀
要
』（
仮
称
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新
東
黌
の
完
成
も
含
め
て
、
大
宮
学
舎
の
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
大
慶
の
至
り
で
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
さ
ら

な
る
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

な
お
、
本
最
終
集
に
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
研
究
成
果
と
し
て
、
指
定
研
究
一
点
、
共
同
研
究
四
点
、
個
人
研
究
一

点
、
仏
教
文
化
講
演
会
記
録
一
点
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
執
筆
お
よ
び
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方

に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
他
、
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
、
研
究
談
話
会
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
方
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
多
年
に
わ
た
り
仏
教
文
化
研
究
所
の
全
般
的
な
業
務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
中
嶋
一
博
氏
に
バ
ト
ン
を
預

け
て
、
こ
れ
ま
で
の
同
研
究
所
の
沿
革
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

仏
教
文
化
研
究
所
は
、
本
学
の
附
置
研
究
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
九
六
一
年
四
月
に
開
設
し
、
二
〇
一
一
年
に
は
創

設
五
十
周
年
を
迎
え
、
七
月
八
日

金
）に
「
仏
教
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
「
創
設
五
十
周
年
記
念
講
演
会
」
を
開
催
す
る

な
ど
し
て
、
今
年
度
三
月
を
も
ち
ま
し
て
、
五
十
六
年
間
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
研
究
所
は
、
初
代
増

山
所
長
か
ら
第
二
十
七
代
能
仁
所
長
ま
で
、
毎
年
、
兼
任
研
究
員
、
客
員
研
究
員
の
方
々
が
、
指
定
研
究
、
共
同
研
究
、

常
設
研
究
、
特
別
指
定
研
究
の
約
十
二
〜
十
三
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
し
、
研
究
代
表
者
に
よ
り
各
研
究
員
が
「
研

究
の
目
的
」
及
び
「
研
究
計
画
」
な
ど
を
も
と
に
二
年
ま
た
は
三
年
間
の
研
究
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
研
究

の
場
合
も
ひ
と
り
の
兼
任
研
究
員
一
〜
二
名
が
、
一
年
間
の
研
究
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

開
設
当
時
は
、
指
定
研
究
、
共
同
研
究
、
個
人
研
究
の
各
研
究
種
別
に
は
、
文
学
部
の
専
門
科
目
担
当
の
先
生
方
に
限

ら
ず
、
一
般
教
育
科
目
担
当
及
び
他
学
部
の
先
生
が
研
究
代
表
者
を
担
当
さ
れ
た
形
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
研
究
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
本
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研

究
・
出
版
と
な
り
ま
す
指
定
研
究
の
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
（
現
在
、
第
三
十
三
巻
刊
行
）』
を
筆
頭
に
、『
龍
谷
大
学
仏

教
文
化
研
究
叢
書
（
現
在
、
第
三
十
五
巻
刊
行
）』、『
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
第
五
十
六
集
終
刊
）』、『
龍
谷

大
学
佛
教
文
化
研
究
所
所
報
（
第
四
十
一
号
終
刊
）』
が
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
文
化
講
演
会
、
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
、
研
究

談
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
仏
教
文
化
講
演
会
で
は
、
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
に
限
ら
ず
、
本
学
学
部
生
及
び

大
学
院
生
並
び
に
一
般
の
方
々
も
多
く
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

本
研
究
所
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
開
設
し
ま
し
た
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
統

合
さ
れ
、（
仏
教
文
化
研
究
所
）
各
研
究
員
の
方
々
は
、
①
基
礎
研
究
部
門
常
設
研
究
班
（「
親
鸞
浄
土
教
総
合
研
究
班
」・

「
古
典
籍
・
大
蔵
経
総
合
研
究
班
」・「
西
域
総
合
研
究
班
」・「
仏
教
史
・
真
宗
史
総
合
研
究
班
」）、
②
基
礎
研
究
部
門
特

定
公
募
研
究
班
（
共
同
研
究
・
個
人
研
究
）、
③
応
用
研
究
部
門
人
間
・
科
学
・
宗
教
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
・

萌
芽
的
公
募
研
究
（
共
同
研
究
・
個
人
研
究
）、
④
国
際
研
究
部
門
に
所
属
し
、
新
た
に
研
究
活
動
を
始
め
、
各
研
究
部
門

か
ら
研
究
成
果
を
順
次
発
揮
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
当
該
紀
要
は
、
こ
の
第
五
十
六
集
を
も
ち
ま
し
て
終
刊
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
発
行
（
一
九
六
二
年
六
月
）
か
ら
五
十
六
年
も
の
間
、
絶
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
藤
本
・
中
嶋

記
）
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